
県横浜市）代表取締役の長橋知世さん、スター
トアップ部門（創業５年未満）優秀賞のFlora
株式会社（京都府京都市）代表取締役のクレ
シェンコ・アンナさん、グロース部門（創業５
年以上10年未満）優秀賞の株式会社藍苑（福
岡県久留米市）代表取締役の赤司圭子さんの
３人が表彰された。全商女性連表彰では、特別
功労者32人、組織強化（会員増強）に実績があっ
た12女性会を表彰。「個として光る」女性会事
業表彰では、３女性会
の活動が選ばれた。

な お 次 回 大 会 は、
2027年３月に神奈川
県横浜市で開催する
予定となっている。
（役職は当時のもの）

全商女性連全国大会

雇用・労働政策に関する重点要望

284女性会1400人が参加

人手不足克服へ

全国商工会議所女性会連合会（全商女性連）
などは10月10日、「第57回全国商工会議所女性
会連合会全国大会」を都内で開催した。大会に
は、全国284女性会から約1400人が参加した。 

大会の冒頭にあいさつした全商女性連の久
保田光恵副会長（会長職務執行者）は、「明る
い未来を共に築くには、変化を恐れずに素早
く対応する『チャレンジ力』と、強い意志で
勇気を持って変化に挑む『チェンジ力』が必
要。今こそ、柔軟な発想と感性を最大限発揮し、
地域経済の活性化、日本のさらなる成長に向
け、日本最大級の女性経営者団体として、一歩
一歩着実にその存在意義を高めていけるよう、
一丸となって活動していこう」と呼び掛けた。

女性起業家大賞の授賞式では、最優秀賞（日
商会頭賞）に輝いた株式会社With us（神奈川

日本・東京商工会議所は９月17日、「雇用・
労働政策に関する重点要望」「多様な人材の活
躍に関する重点要望」を取りまとめ、公表した。
同25日には、日商の小山田隆労働専門委員長

（東商労働委員長）と矢口敏和多様な人材活躍
専門委員長（東商多様な人材活躍委員長）が
鰐淵洋子厚生労働副大臣を訪問し、要望書を
直接手交。内容の実現を強く求めた。
「雇用・労働政策に関する重点要望」では、重

点要望項目として①「少数精鋭成長モデル」
への自己変革に対する支援②「地域共創」に
よる人的課題解決の取り組み支援③自発的・持
続的な賃上げへの支援④最低賃金制度の適切
な運用―の４点を提示。深刻な人手不足を

乗り越える打ち手として、日商・東商が提案する
「三つのチャレンジ」（省力化・育成・多様性）を
通じた「少数精鋭成長モデル」への自己変革に
対する支援の強力な推進などを要望している。
「多様な人材の活躍に関する重点要望」では、

①外国人材の活躍推進②女性の活躍推進③仕
事と家庭などの両立支
援④シニアの活躍推進
⑤障害者の活躍推進―
―の５点を重点項目と
して提示。政府が取り
組むべき政策を取りま
とめている。

（役職は当時のもの）
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あいさつする久保田副会長

（左から）矢口専門委員長、鰐淵副大臣、
小山田専門委員長

515 126万会員
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会
議所の政策提言や事業活動をはじ
め、ビジネスに役立つ情報が満載
です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部187円  年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部605円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

地域・中小企業を元気にする

リーダーの横顔

塩谷 雄一
高岡商工会議所 会頭 
塩谷建設株式会社 取締役会長

こうしてヒット商品は生まれた！

生ノースマン
千秋庵製菓

特集2

中高年労働者の
事故を防ぐ
「安全体力®」とは

あの人を訪ねたい

松丸 奨
管理栄養士・栄養教諭

特集1

〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業
〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業

令和６年12月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第９号　通巻535号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

令和７年１月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第10号　通巻536号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

リーダーの横顔

神野 吾郎
豊橋商工会議所 会頭 
株式会社サーラコーポレーション 代表取締役社長兼グループ代表・CEO

こうしてヒット商品は生まれた！

竹島水族館
 

特集2

2025年、
日本経済は
激変するのか

あの人を訪ねたい

パトリック ユウ
スポーツMC・スタジアムDJ

地域・中小企業を元気にする
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台湾２団体とMOU締結 feel NIPPON「GOOD LIFEフェア2025」に初出展

経済関係さらなる深化へ 各地こだわりの逸品PR
日本商工会議所は９月11日、台湾の三三企

業交流会（三三会）および台日商務交流協進
会（TJABC）の２団体と業務協力覚書（MOU）
を締結した。今回のMOUは日本と台湾の経済・
投資・貿易関係の発展とさらなる深化が目的。
日台間の企業の技術連携や海外展開を支援す
ることで、双方の利益に寄与することを目指す。

当日は日商の小林健会頭、三三会の林伯豊（り
ん・はくほう）理事長、TJABCの黃振進（こう・
しんしん）理事長が覚書に署名した。日商の小
林会頭は、日台関係について、「実利を伴うウィン
ウィンの関係へと発展している。取り巻く環境
には厳しい面もあるが、相互の緊密な協力関係
を維持・発展させて
いくことで、必ずや
乗り越えていける
ものと確信してい
る 」と 述 べ、MOU
締結が新たな協力
の出発点となるこ
とに期待を寄せた。

日本商工会議所は９月26 ～ 28日、東京ビッグ
サイトで開催された「GOOD LIFEフェア2025」
において、特産品展示会「feel NIPPON」を初
出展した。全国７道県から11商工会議所31事業
者が参加し、こだわりの逸品をPRした。GOOD 
LIFEフェアは、「サステナブルで豊かな暮らし
づくり」をテーマとする国内最大規模の消費者
イベント。会場には、３日間で約３万７千人が
来場した。

今回の参加商工会議所は、美唄（北海道）、
久慈（岩手県）、酒田、米沢、新庄、長井（以
上山形県）、岡谷、小諸（以上長野県）、足利（栃
木県）、西尾（愛
知県）、西条（愛
媛県）。地域に
根差した商工
会議所だから
こそ紹介でき
る、各地こだ
わりの逸品を
PRした。MOUに署名した（左から）林理事長、小林会頭、

黄理事長 多くの来場者が訪れた商工会議所ブース


